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	＜授業目的＞
この講義では1）仮説を構築する（推理する）能力、その仮説の検証に適切した調査を企画・設計できる能力、3）調査結果を分析し、結論を導き出す能力を身につけることを目的とします。
2005年度・2006年度の社会調査の実習や実際の新潟の企業のマーケティング調査、本学の卒業論文における社会調査を題材とします。社会調査を卒業論文で行う方にはぜひ聴いてもらいたいのですが、社会調査をおそらく一生行わない方にも、役立つ内容となっています。今後、日本において、今まで以上にマーケティングなどの社会調査が行われるようになります。調査の結果を的確に製品・システム開発や、行政・NGO等の意思決定に反映できる能力の習得を目指します。
情報社会論では“新しい情報社会”について考察しました。この講義では、“新しい情報社会”を築くための具体的な方法論の一部を学びます。あなたの人生を、そしてこれからの社会を真剣に考え、実りあるものにしてゆく実践のための講義です。
＜各回の授業内容＞

1
仮説構成1：因果関係のプロセスを類推

2
仮説構成2：予測の導出

3
仮説構成3：真理表

4
調査企画1：問いの立て方と意義

5
調査企画2：問いと「調査方法・調査対象・サンプリング方法、標本数」の関連について
6
調査票作成：仮説と「ワーディング・選択肢・サブクエスチョン」の関連について
7
仮説の検証1：信頼性と妥当性

8
仮説の検証2：疑似相関

9
分析方法：仮説の検証と「度数分布表とクロス集計表」の関連について
10　　  分析方法：仮説の検証と「分散分析と実験計画法」の関連について
11　　　分析方法：仮説の検証と「回帰分析」の関連について
12　　  分析方法：仮説の検証と「因子分析」の関連について
13
論文の構成について

14
まとめ
15　　　補講
題材予定

· 本学はみずき野の人々に何ができるか～2005年社会調査実習

· どのようにして店舗を選んでいるか～ホームセンターの店舗間競合調査

· どんな企業がコンピュータをうまく使っているのか～企業の郵送調査

· 母親はどのような子育て支援を望んでいるのか～幼稚園・保育園の調査等
＜成績評価方法＞
成績は、個人ワーク・グループワークによって評価します（旧態依然とした減点法の試験は行いません）。オリジナリティを高く評価します。
授業中、私が説明しているときは、誰も話してはいけません。小声でもダメです。私が聞こえなくてもあなたの周りの人が迷惑です。個人ワーク・グループワークのときは、どんどん周りの人と話してください。友達の意外なアイディアを楽しみ、また友達を楽しませてあげてください。

＜達成目標＞

行動科学で身につけた問い・仮説の発見方法と社会調査・多変量解析などの検証方法を扱う講義の間をつなぐ講義です。どのような問い・仮説にはどのような検証方法がふさわしいか考える力を身につけてください。
＜教科書・参考文献＞
教科書：各回の授業で配布します。
参考文献：講義中ならびにWebページで参考書を提示します。

＜受講に当たっての留意事項＞
資料はホームページ（http://www.nuis.ac.jp/~komiyama/）で公開します。


